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北大水産業報
25(2)， 100-106. 1974. 

キツネメバ}[..(Sebαstes vulpes Steindachner et Doder1ein)の

精巣における季節的変化と精子形成

佐々木 達*・五十嵐 孝 夫*

Seasona1 Changes of the Testis and the Spermatogenesis 

of Sebastes vulpes Steindachner et Doder1ein 

Toru SASAKI* and TakωIGARAsm* 

Abstract 

Gonadal changes 'Of theぬ8旬B 'Of marine 'OV'OVivip釘'OU白色eleo日切 h晶，ven'Ot 
印鑑cientlybeen investiga旬d. The 開制'Onalg'Onad changes也 them品le'Of 
SめωteaV'ldp剖晶，restudied here. The materials were collected fr'Om some ∞ω旬 h
the viciniも'y'Of Hakoda総仕'OmOc句ber1971 t'O Sepもember1973. 
This species differ自fr'OmS.iner明白晶ndS. taczanow8kii inもhelack 'Of a自eminal
rωerv'Oir， buもits 加stisresembles もh抗 'Of '0もherもeleo自制.
The spermatog'Onia begin t'O appe品，rin the seminifer'Ous tubule fr'Omぬ.emiddle 

'Of March un凶 June. The加もisis mature s'O'On afぬ，rits primary spermatocyte 
appe晶，rsin N'Ovember，品ndthesperm晶旬z'Oa品rerec'Ognized in the seminifer'Ous tubule 
in the middle 'Of this m'Onth. 
The g'Onad index begins t'O increase fr'Om June阻 dsuddenly bec'Omes signi・
ficant from N'Ovember with 晶 m晶ximumin December. Afω，r January 色
decre銅色Ssuddenly and Sh'OWS晶 minimumab'Out June 'Or July. As the se鋪'Onal
change 'Of the g'On晶dindex C'O町esp'Ondswith the hist'OI'Ogical 'One 'Ofぬe旬自由， it 
O晶nbe presumed th抗 thecopul的i'On旬k凶 placeduring Deoomber and January. 
Atiぬrspawning a seminiferous epithelial 0011 layer devel'Ops dist泊ctlyin the 
seminifer'OUB tubule. 日 isepi七heli晶1cell seemsも'0serve色heres'Orpti'On 'Of the 
remaining sperm cell in the tubule. 
Fr'Om位leg'On晶dindex and hi自t'OI'Ogical'Observ晶ti'Ons，the S句ges'Of the maturiもy

'Of the testis can be divided inも'0the f'OlI'OWing three peri'Ods: the prep晶，rativeperi'Od 
f'Or the自E陪，rmat'Ogenesis，Febru晶，ryto June: the peri'Od 'Of sperm乱，togenesis，JulyもO
N'Ovember: the discharging peri'Od 'Ofも，he 自permaωz'Oa(∞puraω'ry peri'Od)， 
Deω，mber阻 dJanuary. 

緒言

魚類の精巣p:関する研究は，主として淡水産の卵生，卵胎生及び胎生魚類について多く行なわれ，

その精巣熟度の季節的変化，精子形成の過程，又は生殖細噛の起源，発達等数多くの報告がある。し

かし海産硬骨魚類にあっては精巣の組織学的研究は少なし特に精巣の周年にわたる季節的変化ぞ明

かにしているのは卵生魚では山本1)のクロガレイ Lio戸ettaobscura，立石らののマサパ Sωmber

japonicus，林3)のスズキ Lateolabraxjaponicus，胎生魚では Turner4)及び Wiebe6)のCyma-

*北海道大学水産学部水産動物学講座
(μboraおry01 Marine Zωゐgy，F，団側I勿01FiB，μrie8， Hok加idoUniver8ii勿)
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Table 1. The number of 8pecimen8 and the go附 d仇dex仇 malωofSebωtω
側同p回初 ωch側 nth.

D晶te ，m
凶
r
E
 

h
m
 

柄

引

副

作
U

M

F

 

町
内
U

O

B

lMindez  
mean v，晶lue(range) 

1971 
Oct. 9 2 1. 9{ 0.4-3.3) 
Dec.14 1 6.6 
1972 
Jan. 10 E 

L@{(o-84s7) ) 21 10 10.3l 0.5-26. 
Feb. 4 5 3. 7 ( O. 7 -12. 
24 9 6.3l 0.4-14. 

Mar. 8 9 4. 7( 0.4 -10. 
Apr.11 T 
21 9 2.3l 0.7-6. 

July 7 1 4.3 
Oct. 2 2 6.2{ 4.0-8.3) 
Nov. 8 1 5.1 
Dec. 5 T 34.4(16.3 -60.9) 
18 8 8.2l 2.3-21. 
27 4 16.8( 1. 4 -36. 

1973 
Jan. 10 4 
17 5 

13.6l 3 τ-2as 13J ) 24 s 3.41 0.6-8. 
Feb.13 5 6.9l5.0-10. 
26 2 2.5l 1.2 -3. 

M品，r.11 5 22. 0 (15. 0 -28. 
26 5 5.3l 3.3 -6. 

Apr.12 T 1.6( 1.0-2. 
June20 1 0.8 
July 23 1 5.8 

ASeung. .10 3 58j44-n 
ep. 7 2 8.8( 1.0 -16. 

Total 123 

Gonad index=a.Gル'
品=∞nstant(10・) G=Gon晶dweight (mgr) L=Total length (mm) 

togaster aggregata. Mizueののウミタナゴ Ditrematemmincki及ぴ Igarashi7)のオキタナゴ

N eoditrema ransonnetiなどの報告があるにすぎない。

またフサカサゴ科 (S∞rpaenidae)のカサゴ属 (Sebωtiscus)及びメパル属 (Sebωtes=Sebastodes)
魚類には卵胎生種が多く見ちれる ζとは古くから知ちれているが，のの1のその精巣の季節的変化及び

精子形成過程が明らかにされている種類は極めて少く，水江11)12)によるカサゴSebastiscusmarmo-

ratus.メバル Sebastesinermis. Moser切による Sebastodespaucispinis.及ぴ五十嵐14)のヱゾメパ

ルSebω'testaczanowskiiなどがあるのみである。以上の如き卵生叉は卵胎生魚類tとあっては水江間

及び五十嵐14)が指摘しているように精巣重量の最高の時期と受精の時期とが一致しないため，交尾

及ぴ受精の時期を正確に把握するためには精巣の組織学的観察が是非必要ときれている。叉同t胎生，

卵胎生魚類問Ir於てもその生殖習性ならびに生殖腺の形態，生殖機構及び精子形成過程等は各種開花

いろいろ相違が見られる ζとが当然推定され，乙れらの究明は魚類の系統，分類学上極めて有意識で

あるばかりでなく，資源学的にも重要な示唆を与えるものと考える。

筆者等は北海道近海産の海産卵胎生硬骨魚類の生殖腺について調査研究を進めて来たが，今回キツ
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ネメパル Sebωtes叩 lpesSteindachnpr et Doder1einを周年fr.亘り採集し， 精巣の季節的変化及び

精子形成の過程を観察する機会を得たのでζζIr.報告する。

本論tζ先立ち，本研究に際し終始御指導を載いた前北海道大学水産学部教授岡田筒博士tr.深く感謝

の意を表する。

材料および方法

本研究に使用した材料は 1971年10月から 1973年9月に至る問，函館市近郊鹿部村および戸井村

沿岸tr.て採集したキツネメバルの雄魚 123個体である(表 1)。材料は全長，体震を測定した後，精巣

を摘出し，その外部形態観察，重量測定を行い， さらに各月 4個体から 10個体の精巣を Para伍n法

tとより組織切片とし，内部組織の観察fr.供した。なお染色は Delafield'shaematoxylinと Eosinの

二重染色を行った。

観察結果

1) 精巣の外部形態および季節的変化

本種の精巣は，腹腔の後方，鎮の後半部の精巣網膜tr.右左対をなし，各々独立して懸垂している。

各々の連絡はないが，各精巣の背中線には 1本の輸精管が存在し，区内に近い先端で合一し，雄性突

起(泌尿生殖突起)tr.尿道とは別個に関口している。右左の精巣はおよそ同型同大であるが， その形

態は一見2つの部分から成っているように見うけられる。すなわち精子形成初期と思われる 3月から

6月にかけては本種の精巣は全般に細長い紐状を呈するが後半部 (H工門tr.近い部分)はやや肥大する
形態を示す(掃図 1，A)。精子形成が始まる

と精巣の前部(虹門より遠い部分)が大き

くなる傾向を示し(掃図 1，B)，精子形成の

最盛期である 12月には逆に前部Ir.比ぺ後部

が肥大する(掃図 1，C)。五十嵐叫による

とエゾメパルの精巣の場合後半部分が常に

前半部分より肥大し， 前半部と後半部と外

見上顕著な境を示しているはが，本種では

f )戸、

その区別は明らかでなく， 時期による前iJ

後部の形態的相違も顕著でない。乙のζと

は後述する貯精衰の有無に関連すると恩わ

れる。

2) 精巣の内部組織および精子形成

本種精巣の断面像はおよそ三角形状又は

勾玉状をなし，外層は繊維性結締組織から

なり，背面中央部Ir.は精動脈，精静脈及ぴ

輸精管を含む精巣縦隔を有している。内層

の精巣実質部は輸精管から周辺部Ir.向って

放射状に派生する細精管によって構成され

ている。細精管tとは haematoxylinで青染

する柱状細胞 (tubule-boundaryce11)がー

列に並ぶ(図版1，図 1.)。 ζの細胞の大き

c 

Tex色-fig.1. Seasonal ch叩 gesofthe飴白色i自illus・
tr晶もedextem乱l品，ppe叫晶nceonly left 
飴stis.
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A:企om 品 3∞mmT.L. specimen 
collecぬdon Febru品ry24， 1972. 
B:企om晶 264mm T.L. 自:pecimen
collected on December 25， 1973. 。from 晶 312mm T.L. specimen 
ωuω飴don Janua.ry 10， 1972. 
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Text-fig. 2. Gr晶，phicindication of the gon晶dindex in males 
of Sebωtω 叩 lpesin each month. 

さは2月13日採集の精巣では高き 10-15μ，幅5-101'である。叉細精管内部には円形又はわずかに

楕円形状を呈した核があり，その内に網状の染色質および仁を有する。

3月11日採集の精巣は精子形成初期の様相を呈し，細精管内壁には成長期の第一次精原細胞がみら

れ明確な原形質膜，細胞質および haematoxylinで好染する核からなっており，直径10-15p.， 核径

5-7.51'である(図版1，図 2，3)。 叉ζの時期11:は細精管内の各所，特に精巣周辺部Ir.包嚢の形成

が認められる。すなわち精原細胞の多核分裂が盛んとなり， lumen部は薄膜で固まれた包嚢によって

埋められる。乙の包嚢内で第一次精原細胞は有糸分裂を経て第二次精原細胞となるのが観察される。

第二次精原細胞は第一次精原細胞より小さく核筏3-51'である(図版1，図 4)。

以上の如き状態は9月頃までの採集個体に見らたるが10月11:入ると精子形成は急速に進行する。す

なわち 10月2日採集の精巣細精管内の包嚢の中に第一次精母細胞が出現するのが観察された。 ζの

細胞は第二次精原細胞とおよそ同じ大きさで， 核径3-51'であるが核内の染色質が糸状で， 染色体

を形成する乙とにより両者を識別するととが出来る。乙の時期の包嚢は増大し，精巣の大部分はこれ

ら隣接する包嚢tとより細精管構造は不鮮明となり tubule-boundarycellは細精管の基底膜に沿って

包離の中Ir.割込む。第二次精母細胞は第一次精母細胞に比べると非常に小さく核径2-41'であり染

色質は網状で haematoxylin11:強く染まる(図版1，図 4，5)。 との時期Ir.至ると各々の包嚢内の

精子形成は急速に進行し精細胞は更に精子を形成するが精子は 41'の頭部を有し，頭部の数倍の長さ

の尾部を有する。 ζれら精子は 12月27日採集の個体では細精管 cystの中で頭部を周辺部へ向けて

並び，中には lumenの薄い膜が破れ，精子が細精管腔Ir.流出し，輸出管や輸精管内Ir.充満するのが

観察される(図版11，図 9，10)。精子を放出した後の細精管や lumen内壁の tubule-boundarycell 

は柱状細胞の形態を備え始める。細精管基底模部分には精母細胞が残存して見られるがその数は僅か

である。尚ζの時期Ir.は既Ir.新t，tgerm cellが精巣の周辺部Ir.見られる(図版11，図 12)。

2月4日放精を終えたと恩われる個体では tubule-boundarycellは単層の上皮細胞として認めら

れ，結締組織と平滑筋繊維は intertubule stromaを形成するのが観察される。精巣の前部に位置す
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る細精管は管中の精子が徐々に後部の輸精管に移行する ζとにより空となる。残存精子はその尾部を

欠き上皮細胞層が乙の残存精子を取り囲んでいる像がしばしば認められ， ζのζとは乙れら上皮細胞

が残存精子の吸収K関与するものと推定される(図版 11，図 11)。

3) 精巣重量の季節的変化と成熟度との関係

本種精巣の生殖腺指数 (a.W/L3:L=全長 (mm)， W=生殖腺重量 (mg)，a=定数)は 7月ごろ

から増加の傾向が認められ， 11月から 12月にかけて急激な値の増加を示す。しかし 12月から 1月

を頂点として急激に減少する(掃図2)。精子形成初期に相当する精巣細精管部に於げる第一次精原細

胞の新な出現は前述の如く 2月下旬に採集した個体に見出された。しかし ζの時期の組織像はまだ前

年の放精期の名残りをとどめており，精巣組織は完全に回復しておらず輸精管部で残存精子の吸収が

行われている時期と推定される。しかし3月11日採集の個体では精巣組織は完全に回復し， 細精管

内fl:は精原細胞が充満し，精巣周辺部には精原細胞の cystが見られるものも存在する。しかし大部

分の個体が第一次精原細腕K達するのはもっと遅く 6月頃と思われる。乙の時期の生殖腺指数は 1年

のうち最低の 4-6の値を示す。第二次精原細胞は3月11日採集の個体で既に認められるものもある

が大部分の個体が乙の時期に達するのはそれより遅く生殖腺指数が6を越えてからである。 11月を過

ぎると細精管内の精細胞の分裂が進み lumenの中空部は包嚢によって満される。 との包嚢内の精細

胞は量的な差はあるが第一次精母細胞，第二次精母細胞が同時に出現する。又成熟の早い個体では既

に精子が存在しているものも見られるがζの時期の生殖腺指数は 8-10前後であり第二次精原細胞か

ら急速に成熟が進行している ζとを示している。 12月に至るとすべての個体に精子が見られ，精子は

周辺部から細精管，輸出管を経て輸精管K搬ばれる。 12月から 1月にかけては精巣重量は急激に増

加する。併しわずかな成熟過程の時期的なずれが精巣重量の著しい差とえZつであらわれ，生殖腺指数

は小さなもので 1，大きなもので 30を越え個体差が著しい。しかし生殖腺指数の低い値の個体は精

巣の形態も不完全であり，体長も小さいことよりその年の生殖には加わらないものと恩われる。 1月

を過ぎると生殖腺指数は著しく減少し，精巣K於ても細精管にはほとんど精子の存在が認められない。

またこの時期には精巣周辺部ではわずかながら精原細胞が見られ，明らかに放精後の組織像を示す

個体が多くなる。その後も生殖腺指数の値は減少しつづけ 2月下旬の精巣では精子が精上皮K吸収

されている組織像も見られる。

キツネメバルの精巣について各月の組織標本を観察すると，以上の如き経過をたどり周期的に毎年

繰返えされるものと恩われる。 ζれら精熟過程を大別すると次の如くになる。すなわち

7月-11月:精子形成時期

12月-1月:精子放出時期(交尾期)

2月-6月:回復期及ぴ精子形成準備時期

の3期K大別される。

考察

キツネメバルの精巣は精巣縦隔から周辺部K向って放射状fl:放出する管状構造を示しその内壁面で

精子が形成きれ，基本的には他の硬骨魚類の場合と大きな差異はない。水江11)は魚類の精巣構造を

2つの型即ち lobule-typeとtubule-typeとに分けている。本種の場合は後者K属し同じメバル属

魚類のエゾメバル14)および Sebastodespaucispinisl3) と同様である。また山本りによると魚類の

精巣の成熟様式に於ける 2つの型即ち Umbra-typeと Fundulus-typeでは明らかに後者に属する。

また本種の精巣の外部形態は外見上2つの部分よりなっているように見うけられる。しかしメバ

ル12)，エゾメバル14)及び Sebastodespaucispinis13)の如く精巣fl:貯精嚢の形成は見られず， 内部

構造はむしろカサゴ11)の場合とよく似ている。
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精巣の周年変化は本種と近縁であるメバル，カサゴ及びエゾメバルでは既に明らかにされている。

即ちメバルでは7月-9月精子形成準備期， 10月-11月精子形成期， 12月交尾期 1月-6月精子

形成休止期であり 11)，カサゴでは6月-8月精子形成準備期 9月精子形成期， 10月-11月交尾期，

11月-5月精子形成休止期である12)。またエゾメバルでは5月-6月精子形成期， 11月精子放出期

(交尾期)， 12月-4月精子形成準備期とされている14)。乙れに対して本種の精子形成過程はエゾメ

バルの如く精子形成休止期を持たず又，回復期および精子形成準備期がメバル， カサゴの場合よりも

長期!(.及ぴ，また成熟過程に時期のずれがある。乙れらは夫々種による生活様式や生活環境の相違に

よるものと推定される。

本種の精巣の成熟様式は他のフサカサゴ科魚類11)12)13)14'入 Perchl6)及びスズキ3) と似ており， あ

る限られた時期!(.急速に成熟が進行する特徴を有し，特1<:::精母細胞から以後の成熟が急速である。し

かしスズキの場合と異り，交尾期前の精子が輸精管内K充満している時期K，すでに次年度の精原細

胞が精巣の周辺部K存在する。

またメバル及ぴエゾメバルにおいては， 包嚢中の精細胞が次第に stageを進め精子になる時期!(.

Eosin K好染する分泌物が観察され，乙の分泌物は包嚢が破れると精子とともに lumenK流出し，特

に貯精嚢K多量に存在する ζとが報告されている12)14)。しかし本種に於ては精原細胞が包衰を形成

し， その中で精子形成が進行する乙とは前2種と同様であるが， 包漢の中には分泌物は出現せず，

haematoxy1in K好染する精子の頭部及ぴ EosinK染まる尾部の部分が認められるのみで Mizue伐

によるウミタナゴや Igarashiη によるオキタナゴの如く sperm-ballを形成するとともない。

また放精後は細精管壁を取りまく精上皮組胞が残存精子の吸収に関与していると恩われる像が観察

されたが， ζのζとは LagiosI6)，Wieb巴吟及ぴ林3)等の結果と一致する。

要約

1. 1971年 10月より 1973年9月に至る関，函館近海産の海産卵胎生硬骨魚類キツネメバル Sebastes

聞かesSteindachner et Doderleinを各月採集し，精巣熟度の季節的変化及ぴ精子形成過程につい
て組織学的に観察した。

2. 本種の精巣は構造上他の硬骨魚類と比べて大きな変化は見られずまた同属のメバル， エゾメバル

の如き精巣K貯精部を有しない。

3. 精巣重量(生殖腺指数)は 7月より増大し始め， 11月K急増し 12月K最高値を示す， その

後1月を過ぎると急減し 6月より 7月に最低重量となる。

4. 精原細胞は3月中旬から 6月にかけて細精管壁に出現し， 11月に入ると第一次精母細胞と第二次

精母細胞が出現し，以後急速に成熟し， 11月中旬以降精子の形成が見られる。

5. 精巣重量の各月変化と精巣内部の組織学的観察結果とは一致する。即ち精子形成最盛期の 12月

K精巣重量は最高伎を示し，交尾期は 12月から 1月と推定される。

6. 放精後絢精管内壁K精上皮細胞が顕著に発達するが乙れは細精管内の残存精子の崩壊，吸収K関

与するものと思われる。

7. 精巣重量および内部組織の観察結果より，本種の精巣の成熟過程は次の3期に大別出来る。 7月

-11月:精子形成期， 12月-1月:精子放出時期(交尾期)， 2月-6月:回復期および精子形成

準備時期
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Explanation 01 Plates 

PLATE 1 

Fig. 1. A cr，ωs section view of the 刷出 collectedon March 11，1973. The seminiferous 
tubulωare seen clearly. x 1ω 

Fig.2. M晶伊温cationof Fig. 1. 8howing seminiferous tubule filled with the primary 
自perm晶もogonia. x 400 

Fig. 3. Further magnified view of Fig. 2. Prim晶ry spぽmaω'goni品自howingmi色0色ic
phωe. Xl0的

Fig. 4. Magr雌 cationof Fig. 1. 8econd品ryspermatogonia forming a ~戸t. x4ω 
Fig. 5. A cro関 sectionview of the te自由 collected on 00色ober2， 1972. 8perm叫ogenesis
h的 i旬 pe乱k. AII kinds of oys旬 indi宜erentstages are seen in the seminuerous 
tubuIω. Xl仰

Fig. 6. Magnification of Fig. 5. M晶nyspermatocytes are included in晶 oY1凶. x400 
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Explanation of Plates 

PLATEII 

Fig. 7. Magnification of Fig. 5. Many spermatocytes and sperm抗idsare seen inもhe
cysts. X400 

Fig. 8. A cross sec七ionview ofもestiscollected on December 27， 1972. There are m乱ny
spermatozoa at the portion of七helumen and spermatogenesis t乱kesplace vigorously 
in the seminiferous tubules. x 100 

Fig. 9. Magnification of Fig. 8. Various stages of sperm cells are discernible. x 400 

Fig. 10. A cross section view of the testis collec七edon February 13， 1973. Residual 
spermatozoa and自eminiferou自 epl七helium品rediscernible. x 400 

Fig. 11. Ma伊lificationof Fig. 10. Showing the thickend septum and a seminiferous 
epithelium layer especially. x 400 

Fig. 12. A cro呂田 section view of the testis collected on February 4， 1972. The new 
spermatogonia乱，ppe晶，rfrom between the seminiferous ep比heliumand the base 
membrane. x 400 
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SASAKI & IGARAsffi: Sperm叫ogenesisof Sebastes叩 lpes
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